
私は漁業のフィールド研究者として駆け出しの人間である。おそらく，この

「北水ブックス」シリーズを執筆させていただいている研究者としては最も若

いと思う（嫌味ではない）。未だに，博士や先生と呼ばれることはプレッシャー

に感じるし，いつも先輩研究者や現場のベテラン漁師と話すときにびくびくし

ている小心者である。このように一人で本を書く機会など，もっと人として味

がしみしみになってから訪れるものだと思っていた。それでも，これから研究

者を目指す人たち，海や水産に関わろうとする人たちの気持ちに寄り添って，

背中を押せるような本を書いてみたかった。

突然だが，谷川俊太郎さんの詩のひとつに「おべんとうの歌」というもの

がある。「魔法壜のお茶が　ちっともさめてないことに　何度でも感激するの

だ　白いごはんの中から　梅干が顔を出す瞬間に　いつもスリルを覚えるの

だ」と始まり，日常の何でもないふとしたときに消えてしまうような幸せや感

情をつづって，人それぞれの幸せや不幸せをどのようにわかちあうのか，疑問

をなげかけている歌である。人それぞれ解釈の仕方はあるだろうが，私はこの

歌で挙げられている「ふと幸せを感じる瞬間」にとても共感したのを覚えてい

る。人生は選択の連続だとよく言うけれど，他人の感じている何に共感し，何

に共感しなかったかが，その選択を大きく変えると思う。私自身も，自然が大

好きな家族の存在や，水産業を背負って立つ人たちの言葉やわくわくした気持

ち，上手くいくことばかりじゃない愚痴に共感してここに立ち，漁業や生き物

の研究を続けている。

研究をやっていると，「この瞬間のために自分は研究をやっていたんだな」

と思うときがある。それ以外は，自分のやりたいことをやっているはずでも，

しんどかったり理不尽だったりすることばかりだ。ただ，このような生きがい

を感じないまま体が動かなくなってしまうのはつまらないし，もったいないこ

とだと思う。この本は誰かの共感のきっかけになれたらいいなと思い，これま
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で私が漁法や計測に焦点をあてて海や水中生物の研究をしてきたなかで，また

学生から院生，若手研究者と呼ばれるようになるまで生活のなかで感じたこと

を詰め込んだ。専門分野の漁業の話に加えて，海や水辺でのフィールド研究と

いう特殊な話なので，もちろん珍しく面白い話もたくさんある。それでも，楽

しさだけでなく，研究や調査のつらさ，さみしさ，また自然の怖さについても

触れている。私の経験したことというフィルターを通してではあるが，何より

も，こんな世界や可能性があることを想像してワクワクしてほしい。話に少

しでも共感してくれたなら心からうれしく思うし，共感しないならそれでも

いい。

最後に，海洋環境をはじめ地球環境の変動は予測できない状況になりつつあ

る。これからも，環境の変動や人口の減少は顕著になっていくだろう。また情

報通信技術が発達したことで，私たちは日常的に，朝から晩までスマートフォ

ンの文字や画像を追いかけて情報を取捨選択するようになった。こうした現

代，将来を生きるからこそ，何より自分の身体と感覚をもって自然環境や生き

物，産業，人間活動の移り変わりを感じ取ることが重要だと思う。とくに自身

の断片的な経験を客観的に分析し，目の前の情報の山から科学的根拠に基づい

て情報を選択できる力が，これから最も大切になるだろう。本書のタイトル

「海で身体のすべてを耳にする」は，私の好きな言葉「I’m all ears（熱心に聞

く，興味津々）」へのオマージュである。目の前の話や状況を全身でもって感

じて興味津々な様子が，ありありと目に浮かぶ言葉である。本書の内容が，海

洋や水産，学術研究分野への興味のきっかけとなれば幸いである。


















